
 
 

4.3 請求計算 

月末月初に、食数データ、徴収金データの最終訂正を行い、徴収金額を確認して請求処理を実施します。 

 

① 請求データの確認 

サブメニュー【学校帳票メニュー】画面の［徴収金額 予定一覧］ボタンを押下すると、【徴収金額 予定一

覧】画面が開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜帳票作成条件＞ 

No 項目 必須 説明 

1 収納年月 ○ 
現在の処理日の年月を表示します。年月の変更は、“3.7 処理日（調定日）の変更”

で行います。 

2 学校コード ○ 現在ログインしている学校コードを表示します。 

3 学年コード  学年コードを入力します。 

4 学級コード  学級コードを入力します。 

5 個人番号  
個人番号コードを入力するか、［照会］ボタンを押下して【個人番号コード照会】画

面より選択します。 

6 特例対象者  特例コードのプルダウンメニューより選択します。 

7 長欠対象者  0:無 1:長欠者 より選択します。 

8 実績額で出力  チェック ON で、全員、日額積算金額で出力します。 

帳票作成条件 

Point! 

 

徴収金予定一覧は、特例

（生保・就奨・代表徴収

等）は反映されません。 

そのため、実際の保護者

からの徴収金額を確認す

る場合は、［年間徴収一

覧］（公金・私金）も併せ

てご確認ください。 



 
 

 

② 請求計算 

【学校メニュー】画面の[請求計算（調定月の締め）]ボタンを押下すると、【請求計算（調定月の締め）】画

面が開きます。月次処理では、請求データを学校単位で締めます。 

計算条件を入力し、［更新］ボタンを押下すると、数分後に画面上部に「更新しました」のメッセージが表

示されます。 

請求計算は、調定月ごと、公費私費区分ごとに給食費等徴収システム処理等スケジュール（EduNet 掲示板 

掲載）に記載の期限までに実施してください。 

 校長先生（または教頭先生）が行う処理となります。 

※請求計算は、初回振替時に必要な処理となります。再振替時には必要ありません。 

 

 

 

＜計算条件＞ 

No 項目 必須 説明 

1 学校コード ○ 現在ログインしている学校コードを表示します。 

2 対象調定年月 ○ 処理日の属する年月を表示します。 

3 公費私費区分 ○ 

１：公費 （学校給食費、センター掛金） 

２：私費 （学校諸費） 

のように締めるデータに応じて選択します。 

4 費目コード  
【費目コード】を入力するか、［照会］ボタンを押下して【費目コード照会】画面よ

り選択します。 

5 個人番号  
【個人番号】コードを入力するか、［照会］ボタンを押下して【個人番号コード照会】

画面より選択します。 

 

 

  

 

 
 

計算条件 


